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久米島仲里村儀間方言の文法

内間直仁

動詞の活用

1．活用の分類

儀間方言の動詞の活用を，鳥島方言同様に分

類すると，大きく次の７類に分けられる。
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派生語幹音便語幹
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詞が少なく，他に？arezn（洗う）があるだけ

である。第Ⅳ類以下には活用表（後述）に示し

た動詞のみが属している。

第Ｉ類・第Ⅱ類は規則活用である。第Ｈ類は

こまかくみれば，語幹末尾構造が多少異なる動

詞も含まれているが，これも大きくみれば，第

Ｈ類と分類されるものである。第Ⅲ類は所属動

２．活用表

前記分類に基いて，儀問方言の動詞の活用を

示すと，第１表・第２表の通りとなる。

表以外の動詞の活用例も次に示す。
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命令形１

命令形２

連用形
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ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ

・
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

Ⅱく

(、３ハ)受ける

７ｕｋｉｒａ

－？ｕｋｉｒａ

７ｕｋｉｒｉ

？ｕｋｉｒｅＸ

？ｕｋｉｒｉ

？ｕｋｉｒｅｘ

？ｕｋｉＺ

？ｕｋｉＸ

７ｕｋｉＸｎ

？ｕｋｉＸｒｕ

７ｕｋｉＺｎｕ

？ｕｋｉＸｒｕ

７ｕｋｉＺｒａ

？ukiXra〈ｂａ

７ｕｋｉＸ〈miZ〉

？uｋｉｔｉ

志向形

未然形

条件形１

条件形２

命令形１

命令形２

連用形

終止形

連体形

係結形１

係結形２

条件形３

準体形

接続形

ａ〈ｂａ〉

<mix〉

〉

(Ⅱ、３，､）上げる
●

？ａｇｉｒａ

（Ⅱ、３，､）植える

ｗｉＸｒａ

(Ⅲ）洗う

？ａｒａｘ志向形
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未然形

条件形１

条件形２

命令形１

命令形２

連用形

終止形

?ａｒａＸ

７ａｒｅＺ

?ａｒｅＸ

７ａｒｅｚ

?ａｒｅＺｗａ

?ａｒｅｘ

７ａｒｅｘ

?ａｒｅｚｎ

７ａｒｅＸｒｕ

?ａｒｅＸｎｕ

?ａｒｅｚｒｕ

?ａｒｅｚｒａ

?ａｒｅｚｒａ〈ｂａ〉

７areｚ〈ｍｉＤ

７ａｒａｔｉ

ｊ

ａ
ｊ

ｂ
２
．
１

く
ｍ

ｕ
ｕ
ｕ
ａ
ａ
く

▽
▲

▼
▲

ａ
・
１
ｅ
・
Ｉ
ｅ

ｎ
ｒ
ｎ
ｒ
ｒ
ｒ

●
１

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
・
１
・
１
ｉ
ｔ

▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▽
▲
▼
▲

・
１
．
Ｉ
・
１
・
１
．
Ｉ
・
１
．
Ⅱ
・
１
．
Ⅱ
．
Ｉ
．
Ⅱ
．
Ｉ
・
１
．
Ｉ
・
１

Ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

?ａｇｉｒａ

?ａｇｉｒｉ

?ａｇｉｒｅＸ

ｍｇｉｒｉ

?ａｇｉｒｅＸ

ｍｇｉｘ

ｍｇｉｚ

７ａｇｉＸｎ

?ａｇｉＺｒｕ

?ａｇｉＸｎｕ

?ａｇｉＺｒｕ

ｍｇｉｚｒａ

?agixra〈ｂａ〉

７agix〈mix〉

?ａｇｉｔｉ

連体形

係結形１

係結形２

条件形３

準体形

接続形

(2)未然形

(、、（ない）ｓｕｎ（せる）ＪｉｍｉＺｎ（し

める）ｒiｎ（れる）等へ接する。

d5izkakan（字を書かない）

jazroz？itlunna？iｋａｎｎａ（君も行くか

行かないか）

？ｉｋａｎｒｕ？aＸｒａｊａＸ（行かないのだね）

ｍｉｄ５ｉｔｔＪｏｎｕｍａｎ（水さえ飲まない）

？ｕｒｉｔｂｌｏｗａｋａｒａｍｍｕｎｎｕＸｗａｋａｉｇａ

（これさえわからないのに，なにがわかるか）

turantJaLji？antaJigatuttenroZ（取

らないと言ったが取ってあるよ）

ｊａＸｒｕｒｏＸｋｏＺｒａｎｎａ（君も買わないか）

？uｔｔｕｎｉｄ５ｉＸｋａｋａｓｕｎ（弟に字を書かせ

る）

？uｔｔｕｎｉｋａｋａＪｉｍｉＸｎ（弟に字を書かしめ

る）

ｋｕｒｉｔｔＪｉｄ５ｉＸｋａｋａｒｉｎ（これで字が書け

る）

3．活用形の用例

く基本語幹〉系列の活用形

(1)志向形

madzoZnad5iXkaZkajaZ（一緒に字を書

こう）

wanteXmadzoXnakaXma（私も一緒に食

べよう）

ｔｕＺｒａｊａＸ（取ろうね）

？agataxjaxkatikexra（自分たちの家

に帰ろう）

志向形は，時には上記用例kaZka（書こう）

のように，１拍目が長音化して発音される場合

もある。すべての動詞がそうなのではなく，あ

る限られた動詞にその傾向がみられる。その例

を示すと，次の通りである。

kuzga（漕ごう）taxta（立とう）

ｊｕＺｍａ（読もう）bliXra（切ろう）

mizra（見よう）kixra（蹴よう）

？axnaz（言おう）

－９１
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ｋａｍａｋａｔｉ？iｔＪｉｎｅＺｎｕｒａｒｉｎｒｏＺ（あそ

こへ行ったら叱られるぞ）

ｊｕｓａｎｒｉｊａＧｉＺｓａｋｕｔｕのｕｋａｔａｔｉｊａ

？nd5iraran（夕方は寒いから，外へは出

られない）

(ﾛ）ｎｕ（たい）ｓｓａｍｉ（～か。疑問）に接

する。

d５ｉＺｋａｋａｎｕｊａＸ（字を書きたいなあ）

？iｋａｓｓａｍｉ（行かないのだね）

い語尾が長音化して，「1丁消」を表わす場合

もある。

JirabitajigawakaraZ（調べたけれども

わからない）

magisanubjikaZraZ（大きくて使えない）

目燥止」は未然形にOki(ぬおけ，～するな）

がついて表わされる。

ｋｕｍａｎｉｄ５ｉＺｋａｋａＯｋｉｂａ（ここに字を書

くな）

tＪｕｎｕｍｕｎｏｚｔｕｒａＯｋｉ（人のものを取る

な）

ｋｕｓａｔｕｒａＯｋｉ（草を取るな）
０

？iｋａＤｋｉｂａ（行くな）

ｋｕｇａＯｋｉｂａ（漕ぐな）

ｋｕＺＤｋｉ（来るな）

活用形ではｍｉｚｎ（見る）の未然形がmixra

となる場合もある。

(3)条件形１

ｊａｚｇａｋａｋｉｂａｗａＯｇａｊｕｍｉｎ（君が書

けば，私が読む）

？aｒｉｇａｋｕＸｂａｗａｋａｉｎ（彼が来ればわか

る）

(4)条件形２

ｊａＸｋａｋｅＸＪｉｍｉｒｕｍｕｎ（君が書けばよい

のに）

？arigajumexjimirumun（彼が読めばよ

いのに）

(5)命令形１

ｊａＸｋａｋｉｊｏＺ（君書けよ）

７ｕｊａｎｕ？aｎｒｕｇｕｔｕ９ｉＸｂａ（親の言う通

りにしなさい）

ｈａｍａｎｄ５ｉ？ajibi（浜で遊べ）

？arattJoZgatJiXjumi（歩きながら読め）

ｋｕｍａｋａｔｉｋｕＸｂａ（ここへ来なさい）

？uｔｔｕｊａｔｉｎｗｕｉｎｅＸｈｏＺｔｉｋｕＺｂａ（弟

でも居たらつれて来い）

ｗａｎｔｅｚ？ｉｔｓｕｋｕｔｕｊａｘｒｕｔｔｅｘｋｕｚｂａ

（私も行くから君も来い）

(6)命令形２

d5izkakez（字を書け）

ｈａｍａｎｄ５ｉ？ajibex（浜で遊べ）

？ｕｊａｎｕ？anrugutuhez（親の言うとおり

にしなさい）

d5iXjumeX（字を読め）

(7)連用形

(nbusaxn（～したい）gisazn（～しそ

うだ）juXsun（～できる）miseX（～

なさる）gurusaXn（～しにくい）

jassaZn（～しやすい）等へ接する。

d5iXkatJibusaX（字を書きたい）

？arigakaLjigisaZn（彼が書きそうだ）

ｋａｔｊｉｊｕｚＳｕ（書くことができる）

ｋａｈｌｉｍｉｓｅＺ（お書きになる）

katJigurusaZ（書きにくい）

kablijassaX（書きやすい）

(ﾛ）ｎｅＸ（～したら）ｇａ（～に）ｔｈｌｏＸ

（～さえ）、（～も）ｒｕ（～ぞ）

ｂｉｂｌｉ（～すべき）等へ接する。

ｗａＯｇａｋａｂｌｉｎｅＸｍｉｒｉｂａ（私が書いたら

みなさい）

ｋａＵｉｎｅｘｎａｒａｎｒｏｘ（書いたらいけないぞ）
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kandzuta（被りいた）？areZta（洗いいた）

jubita（呼びいた）tsuZta（来いた）

ｊｕｍｉｔａ（読みいた）kaita（刈りいた）

⑪ihlimita（包みいた）koZita（買いいた）
o

kamita（食べいた）ｎｉｘｔａ（煮し､た）

uizta（切りいた）？iｚｔａ（坐りいた）

tJiXta（着いた）７utiZta(落ちいた）

mixta（見いた）？a9izta（上げいた）

kixta（蹴りいた）warexta(笑いいた）

７ukixta（受けいた）？umixta(思いいた）

wiXLta（植えいた）

ｎａｍａｔａｔＪｉｎｅｘｍａｎｉａｚｉ（今立てば間に合

う）

？ａｍｉｇａのuｉｎｅＺｊａｍｉＺ（雨が降るとやめ

る）

ｋａｔＪｉｇａ？itsu（書きに行く）

ｋａｔＪｉｔｂｊｏｚｈａｍｍｕｎ（書きさえしない）

ｋａｂｌｉｎｈａｍｍｕｎ（書きもしない）

ｋａｂｌｉｒｕｓｕｒｕ（書きぞする。書くのだ）

kabligatJaXsun（書きながらする）

kabjigannaxjumi（書きながら読め）

d5ixkatJeZgatJix（←katJijagatJix）

kaOgeXjun（字を書きながら考える）

ｊａｇａｋａｔＪｉｂｉｂｌｉｚ（君が書くべき）

ｊａｘｒｕｇａｔｕｉｂｉｂｊｉｘ（君が取るべき）

③係助詞ｊａ（は）は語尾と複合してしまう。

katJeX（←ｋａｔＪｉｊａ）ｈａｎ（書きはしな

い）

（７２）「～し居たにちがいない」の意を表わ

す派生形式

連用形にｗｕＸｔｅＸ（居た，居たにちがいない）

が複合すると，「～し居たにちがいない」の意

を表わす派生形式が成立する。

kusatuiteXnte（草を取りいたにちがい
◎

なし、）

ｎａＺ？ukiXteXnte（もう起きいたにちがい

ない）

katsuteXnteX(書きいたにちがいない）

以下，項目ごとに語形のみあげる。

働くhataratsuteZn

行〈？itsuteXn

漕ぐ゛kudzuteXn

跳ぶtundzuteXn

立っtatsuteXn

死ぬJinuteXn

殺すkurusuteXn

するｓｕｔｅＺｎ

結ぶkundzuteXn

眠るnindzuteZn

被るkandzutexn

呼ぶjubitexn

（7.1）〈過去の進行〉の派生形式

連用形にwuxta（居た）が複合すると，〈過

去における進行〉，いわゆる「～し居った」の

意を表わす派生形式が成立する。

kusatuita（草を取りいた）
ｏ

ｎａＺ？ukiXta（もう起きし､た）

katsuta（書きいた）

hataratsuta（働きいた）

？itsuta（行きいた）

kudzuta（漕ぎいた）

tundzuta（跳びいた）

tatsuta（立ちいた）

ｊｉｎｕｔａ （死にいた）

kurusuta（殺しいた）

ｓｕｔａ （しいた）

kundzuta（結びいた）

nindzuta（眠りいた）
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む
む
う
る
る
う
る
る
る
る
る
る
る
る
る
う
う

ち
け
げ
え

読
包
食
刈
切
買
着
煮
見
坐
蹴
落
受
上
植
言
笑

洗
思
来

ｊｕｍｉｔｅＺｎ

ｔＪｉｕｉｍｉｔｅｘｎ

ｋａｍｉｔｅＸｎ

ｋａｉｔｅｚｎ

ｕｌｉｘｔｅｘｎ

ｋｏＸｉｔｅ２ｎ

ｔＪｉｘｔｅｘｎ

ｎｉＸｔｅＸｎ

ｍｉＸｔｅＸｎ

？ｉＸｔｅＸｎ

ｋｉｘｔｅｚｎ

７ｕｔｉＸｔｅＺｎ

？ｕｋｉＺｔｅＺｎ

？ａｇｉｘｔｅｚｎ

ｗｉｘｉｔｅｘｎ

？ａｎｔｅｚｎ

ｗａｒｅｚｔｅＸｎ

ｓａｋｅＸｊｕＸｎｕｍｉＪｉｇａｍａｔａｊｕＸｈａｔａｒａ＝

ｔｓｕ（酒はよく飲むがまたよく働く）

ｗａＯｇａ？itsu（私が行く）

？ujatumad5oXna？itsu（親と一緒に行く）

？ａｒｉｇａ？ｉｔｓｕＬｌａｌＪｉ？antａ（彼が行くと言

った）

のutaiharitaisu（降ったり晴れたりする）

ｋｉＸｎｕｊｕＸｒａｇａｋａｒｉＸ（木の枝が枯れる）

ｈａｋｕｊａｋｉＸｓａｘｎｉｔｓｕｋｕｉ（箱は木で作

る）

？aｒｉａｔａｉｗａＯｇａｊａｔｉｎｎａｉ（あれぐら

い私でもできる）

？aＸｔｕｎｉｔＪｕｉｇａｕａＸｎｕｋｕｉ（後に一人だ

け残る）

ｍｉｎｒｏＺ（見るぞ）

tuinroX．（取るぞ）

？uｔｔｕｊａｊａＸｎｉｗｕＸ（弟は家に居る）

ｋｕｍａｎｉ？aｘｎｎａ（ここにあるのか）

(9)連体形

ｗａＯｇａｋａｔｓｕｒｕｅｘｍａ？ｕｒｅｚｋｕｚｎａｚｔａ

（私が書く間，彼は来なかった）

ｋａｔｓｕｒｕｍｕｎｊａｎｕＺｇａ（書くものはなに

か）

katsumariX（書くまで）

katsuruka（書くまで）

d5iXkatsurutambiniwutati（字を書く

度に疲れる）

katsurukaXd5ikutanriti（書く度に疲れ

る）

７arigakatsuruhad5i（彼が書くはず）

katsurumunni（書くのに）

ｕｉｔＪｉｎｕ？agairukahatara⑪ｕ（月が上る

まで働く）

ｋａｔｓｕｎｕｍｕｎｊａｎｕＸｇａ（書くものは何か）

？itsuruttsu（行く人）

７ａｒｅＸｔｅＸｎ

?ｕｍｉＺｔｅＸｎ

ｔｓｕＸｔｅＸｎ

フ

フ
る

〈派生語幹〉系列の活用形

(8)終止形

終止形は－，が脱落する場合としない場合と

がある。傾向としては，終助詞に接する時－，

は脱落しないようである。

d5iZkatsu（字を書く）

ｗａＯｇａｋａｔｓｕｎ（私が書く）

kannaxd5ikatsunna（どうしても書くのか）

？aｒｉｇａｋａｔｓｕｎｊｏＸ（彼が書くよ）

ｊａＸｇａｋａｔｓｕｎｎａＺ（君が書くか）

ｗａＤｇａｋａｔｓｕｎｒｏＺ（私が書くぞ）

？uｒｉｇａｋａｔｓｕｎｔｅＸ（これが書くさ）

７uｒｉｇａｋａｔｓｕｎＣａｚ（これが書くよ）

muJinuxtsatli？anaxnaxnexkatsu

tJatlirextan（もし，なんとも言わなけれ

ば書くところであった）
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kudzunuttsu（漕ぐ人）

⑩係結形l

ｒｕ（ぞ）の結びとなる。

d5iZrukatsuru（字ぞ書く。字を書く）

？aｒｉｇａｋｕｘｂａｒｕｗａｋａｉｒｕ（彼が来れば

ぞわかる。彼が来ればわかる）

？annexrublinru？axru（こんな着物ぞある。

こんな着物しかない）

？atJarubjuXru（明日ぞ来る。明日来るの

だ）

⑪係結形２

９ａ（か）の結びとなる。

d5iZgakatsura（字を書くのかしら）

？ａｒｉｇａ９ａ？itsura（彼が行くのかしら）

のunigakudzura（舟を漕ぐのかしら）

７auagatsuZra（明日来るのかしら）

疑問詞の結びともなる。

？ｕｔｔｕｊａ？ibjigaLjuXra（弟はいつくるの

かしら）

⑫条件形３

katsuraba（書いているなら）

？itsuraba（行くのなら）

kudzuraba（漕いでいるなら）

ｊｕｍｉｒａｂａ（読んでいるなら）

ｔｓｕＸｒａｂａ（来るならば）

⑬準体形

ｋａｔｓｕＪｅＺｎｕＸｇａ（書くのはなにか）

d5izkatsujijassaX（字を書くのはやすい）

ｗａＯｋａｔｓｕｍｉＺ（私が書くか）

nuZbjatJi？uｍａｎｉｄ５ｉＸｋａｔｓｕｇａ（どうし

てここに字を書くのか）

ｋｕｒｅＸｔａｒｕｇａｋａｔｓｕｇａ（これは誰が書く

か）

？urigakatsugajaX（彼が書くだろうか）

ｗａＯｇａｋａｔｓｌｉｈａ（私が書くさ）

ｗａＤｇａｋａｔｓｕｋｕｔｕｊａＸｋａｋａＯｋｉｂａ（私

が書くから君は書かないでおけ）

？aｒｉｎｕｇｕｔｉｔｂＩｉｈａｔａｒａｎｊｕｊｅＺｗｕｒａ

ｎ（彼のように働くのはいない）

ｄ５ｉＺｒｏＺｋａｔｓｕｉｈｏｎｒｏＺｊｕｍｕｉｎｕＺ

のusukunneZ（字も書くし，本も読むしなに

も不足はない）

jaXrumaZkati？iｔＪｕｇａ（君はどこへ行く

の）

７ｉｔｓｕｍｉ？iｋａｎｉ（行くか行かないか）

？arex7itsugajax（彼は行くかしら）

ｔＪｉｍｂｕｒｕｇａｊａｍｉｋｕｔｕｋｉｘｊａｊａＪｉｍｉ

（頭が痛いから今日は休む）

ｗａＤｇａｔｕｉｈａ（私が取るさ）

？aｒｉｊａｘｎｉｗｕｘｇａｊａｘ（彼は家に居るか

しら）

ｒａｚｍａｚｎｉ？aｚｇａ（どれ，どこにあるの）

？atsatJuXha（明日来るさ）

〈音便語幹〉系列の活用形

⑭接続形

d5iXkaXtJikara？itsu（字を書いてから行

く）

naxhamariZ7nd5ittJu（那覇まで行って

来る）

？､d５ｉｂｊａｉｓｕｎ（行って来たりする）

ｎａｍａｍａｒｉＺｍｔｂｌｉＤｋｕＺｎ（今まで待って

も来ない）

tＪｉｎｈａｎａＸｔｉｎｊａＸｋａｔｔｉｒｅＸｒｕ（して

もしなくても君の勝手だ）

？ａｒｅＺＪｉｔｔＪｏＺｊｉｇａｎａｒａＸｔＪｉｔｕｒａｈａｎ

（彼は知っているが教えてくれない）

ｔｉＤｋａｒａ？utititsuZ（天から落ちてくる）

？a､ｕｊａＸｊａｘｒｕｊａｘｊｕｚｋａＤｇｅｚｔｉｋｕｒｉ

ｊｏＺ（あのね，君はね，よく考えてくれよ）
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ｊａｍｂａｒｕｗｕＸｔｉ？ｍｍａｒｉｔａ（山原で生れた）

係助詞ｊａ（は）は語尾と複合する。

ｋａｂｌｅＺ（←ｋａｔＪｉｊａ）ｗｕｒａｎ（書いては

いない。

kablex（←ｋａｂｊｉｊａ）nnexn（書いてはな

い）

接続形も志向形同様，動詞によっては２拍目

が長音化する場合がある。その例を示すと，次

kaxri（食って）ｋｉｚｔｉ（蹴って）

（１４１）〈継続〉の派生形式

接続形はｗｕｘｎ（居る）と複合して，「～し

ている」を表わす派生形式を構成する。

kakiteworimu（書きてをりむ）→katJiwuXn

→katloX（書いている）。これはkatsu（書

く。基本）に対して，〈継続〉を表わす。

ｋａ湖oｘ（書いている）jurox（読んでいる）

？attsoX(言っている）waratoX(笑っている）ｂｌｏＸ

(来ている）を例にとってそのｻﾞ舌用を示すと次の通り。

の通り。

kaxtIi（書いて）kuXd5i（漕いで）

ｊｕｚｒｉ（読んで）も｢ixtJi（切って）

志向形 katJoZra

(書いていよう）

katJoZra〈ｂａ〉

(書いておらぱ）

kaQloXra〈、ｕ〉

(書いていたい）

kabjoXri〈ｂａ〉

(書いておれば）

kahjoZri〈ｂａ〉

(書いていなさい）

katJoXreZ

(書いていなさい）

kaLjoxi〈ｇｉｓａｘｎ〉

(書いていそうだ）

katJoXi〈ｎｅＸ〉

(書いていたら）

ｋａｔＪｏＺ

(書いている）

ｋａｔＪｏＺｒｕ，ｋａｕｏＸｎｕ

（書いている）

ｋａｔＪｏＸｒｕ

（書いている）

juroZra

(読んでいよう）

juroXra〈ｂａ〉

(読んでおらぱ）

juroZra〈ｎｕ〉

(読んでいたい）

juroXri〈ｂａ〉

(読んでおれば）

juroZri〈ｂａ〉

(読んでいなさい）

juroxrex

(読んでいなさい）

jurozi〈gisaxn〉

(読んでいそうだ）

juroZi〈ｎｅＺ〉

(読んでいたら）

ｊｕｒｏＺ

（読んでいる）

juroXru，juroZnu

（読んでいる）

ｊｕｒｏＺｒｕ

（読んでいる）

？ａｔｔｓｏＸｒａ

(言っていよう）

?attsoXra〈ｂａ〉

(言っておらぱ）

?attsoZra〈、u〉

(言っていたい）

?attsoXri〈ｂａ〉

(言っておれば）

?attsoZri〈ｂａ〉

(言っていなさい）

？ａｔｔｓｏＸｒｅＸ

（言っていなさい）

?attsozi〈gisaxn〉

（言っていそうだ）

?attsoXi〈ｎｅＸ〉

（言っていたら）

？ａｔｔｓｏＺ

（言っている）

？ａｔｔｓｏＺｒｕ，？ａｔｔｓｏＺｎｕ

（言っている）

？ａｔｔｓｏＸｒｕ

（言っている）

未然形

条件形１

命令形１

命令形２

連用形

終止形

連体形

係結形１
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係結形２ ｋａｕｏＸｒａ

(書いている）

katJoX〈ｍｉｘ〉

(書いているのか）

ｊｕｒｏＺｒａ

(読んでいる）

juroz〈miz〉

(読んでいるのか）

？ａｔｔｓｏＺｒａ

(言っている）

７attsoZ〈miZ〉

(言っているのか）

準体形

ｗａｒａｔｏＸｒａ ｔＪｏＸｒａ

(笑っていよう）（来ていよう）

waratozra〈ｂａ〉tJoxra〈ｂａ〉

(笑っておらぱ）（来ておらば）

waratoxra〈ｎｕ〉tJoxra〈、u〉

(笑っていたい）（来ていたい）

waratoZri〈ｂａ〉ｔＪｏＸｒｉ〈ｂａ〉

(笑っておれば）（来ておれば）

waratozri〈ｂａ〉凶ｏｘｒｉ〈ｂａ〉

(笑っていなさい）（来ていなさい）

ｗａｒａｔｏＸｒｅＺ ｔＪｏＸｒｅＸ

(笑っていなさい）（来ていなさい）

waratozi〈gisazn〉tJoxi〈gisaXn〉

(笑っていそうだ）（来ていそうだ）

waratoXi〈ｎｅＺ〉tJoZi〈ｎｅＸ〉

(笑っていたら）（来ていたら）

ｗａｒａｔｏｘ ｔＪｏｘ

(笑っている）（来ている）

waratoxru,waratoznuUoXru，ｔＪｏｚｎｕ

(笑っている）（来ている）

ｗａｒａｔｏＸｒｕ ｂｊｏＺｒｕ

(笑っている）（来ている）

ｗａｒａｔｏＸｒａ ｂＩｏＸｒａ

(笑っている）（来ている）

waratoX〈mix〉⑪ｏＸ〈mix〉

(笑っているのか）（来ているのか）

志向形

未然形

条件形１

命令形１

命令形２

連用形

終止形

連体形

係結形１

係結形２

準体形

他のく継続〉の終止形を示すと，次の通り。

hatarabloZ （働いている）

７ｎｄｚｏＸ （行っている）

(漕いでいる）

(跳んでいる）

（立っている）

kudzoX

tund5oX

tatblox
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Ｊｉｄ５ｏＺ

ｋｕｒｕｔＪｏｘ

ｕｊｏｚ

ｋｕｂｉｈｊｏＸ

ｎｉｎｔｏＺ

ｋａｎｔｏＺ

ｊｕｒｏｚ

ｂＩｉｔｌｉｒｏＸ
Ｏ

ｋａｒｏＺ

ｔｕｔｔｏＸ

ｐｊｉ⑪ｏｚ
Ｏ

ｂｌｉｂｊｏｚ
ｏ

ｎｉｔＪｏＸ

ｍｉｔＪｏＺ

？ｉｔＪｏｚ

ｋａｔｏＺ

ｋｉｔｏＺ

？ｕｋｉｔｏＸ

？ｕｔｉｔｏＺ

ｍｋｉｔｏＺ

？ａｇｉｔｏＺ

ｗｉＸｔｏＸ

ｋｏＸｔｏＺ

？ａｒａｔｏＺ

ｍｍｉｔｏＸ

ｍｅｎＪｅｘｔｏｚ

ｗｕＺｔｏＺ

？ａｘｔｏｘ

（死んでいる）

(殺している）

（している）

(結んでいる）

（眠っている）

(被っている）

(呼んでいる）

(包んでいる）

(食べている）

(取っている）

(切っている）

(着ている）

(煮ている）

(見ている）

(坐っている）

(刈っている）

(蹴っている）

(起きている）

(落ちている）

(受けている）

(上げている）

(植えている）

(買っている）

(洗っている）

(思っている）

(いらしている）

(居る）

(ある）

文中における用例は次の通り。

d5iXkatJoXrabajubaOkiba（字を書い

ているなら呼ぶな）

nari9atJoZrabaruwakairu（彼が来て

おればわかる）

d5iZkatJoZ（字を書いている）

？uｊａｘｔｕｎｉＵｊｏｘ（親と似ている）

mid5igaPjaXnuroXn（水ばかり飲んでいる）

d5iZrukabjoXru（字を書いている）

d5iXgakahloXra（字を書いているのかし９

d5ixrukatJoxgajax（字を書いているの

かしら）

？uｒｅＺｄ５ｉｘｋａｈｌｏｘｔｉｎａ（彼は字を書いて

いたか）

d5ixkaUloxbi（字を書いています）

？aｒｉｇａｋａｍｅｔｏｘＪｅＸｎｕｘｇａｊａＸ（彼が

さがしているものはなにか）

（１４２）〈過去，完了〉の派生形式

接続形に？azn（ある）が複合して，「～し

た」を表わす派生形式を構成する。kakitea-

rimu（書きてありむ）→kabliaXn→ｋａｂｌａ

（書いた）。これはkatsu（基本）kaUloX

（継続）に対して，〈過去〉あるいはく完了〉

を表わす。

kabla（書いた）ｊｕｒａ（読んだ）

７attsa（言った）warata（笑った）

？axta（あった）ｔＪａ（来た）に例をとって

その活用を示すと，次のようになる。

〈ｂａ〉？attsara〈ｂａ〉

ら）（言ったら）

？ａｔｔｓａｉ

り）（言ったり）

７ａｔｔｓａ

）（言った）

未然形 kablara〈ｂａ〉

(書いたら）

ｋａｂｊａｉ

(書いたり）

kabla

(書いた）

jurara〈ｂａ〉

(読んだら）

jurai

(読んだり）

ｊｕｒａ

(読んだ）

連用形

終止形
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連体形 kabjaru，kahianu

(書いた）

katJaru

(書いた）

kablara

(書いた）

katJa〈gajaz〉

(書いたかしら）

？ａｔｔｓａｒｕ，？ａｔｔｓａｎｕ

(言った）

７ａｔｔｓａｒｕ

(言った）

？ａｔｔｓａｒａ

(言った）

?attsa〈gajaZ〉

Ｊｕｒａｒｕ，Ｊｕｒａｎｕ

(読んだ）

juraru

(読んだ）

ｊｕｒａｒａ

(読んだ）

jura〈ｇａｊａｘ〉

(読んだかしら）

係結形１

係結形２

準体形

(言ったかしら）

bjara〈ｂａ〉

(来たら）

tJai

(来たり）

tJa

(来た）

tJaru，Ｕａｎｕ

(来た）

bjnru

(来た）

bjara

(来た）

tJa〈gajax〉

(来たかしら）

未然形 waratara〈ｂａ〉

(笑ったら）

ｗａｒａｔａｉ

(笑ったり）

ｗａｒａｔａ

(笑った）

ｗａｒａｔａｒｕ，ｗａｒａｔａｎｕ

(笑った）

ｗａｒａｔａｒｕ

(笑った）

ｗａｒａｔａｒａ

(笑った）

warata〈ｇａｊａＸ〉

(笑ったかしら）

?ａｚｔａｒａ〈ｂａ〉

(あったら）

？ａｘｔａｉ

(あったり）

？ａＸｔａ

(あった）

７ａｚｔａｒｕ，？ａＸｔａｎｕ

（あった）

？ａＸｔａｒｕ

（あった）

７ａＺｔａｒａ

（あった）

７azta〈ｇａｊａｚ〉

（あったかしら）

連用形

終止形

連体形

係結形１

係結形２

準体形

連用形のkauai（書いたり）はkabjai

kakantaisun（書いたり書かなかっ

たりする）のkabjaiである。

他のく過去，完了〉の終止形も示すと，次

のようになる。

hataraua （働いた）

？ｎｄｚａ （行った）

ｋｕｄｚａ （漕いだ）

ｔｕｎｄｚａ （跳んだ）

tatbja （立った）

Jidza

kurubja

tJa

kubitJa

ninta

kaｎｔａ

Ｊｕｒａ

ｔＪｉｈｌｉｒａ
ｏ

ｋａｒａ

ｔｕｔｔａ

(死んだ）

(殺した）

（した）

(結んだ）

(眠った）

(被った）

(呼んだ）

(包んだ）

(食べた）

(取った）
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tJibla （切った）
o

tJitJa （着た）
Ｏ

ｎｉｔＪａ （煮た）

mitJa （見た）

？ｉｕａ （坐った）

ｋａｔａ （刈った）

ｋｉｔａ （蹴った）

？ｕｋｉｔａ （起きた）

？ｕｔｉｔａ （落ちた）

？ｕｋｉｔａ （受けた）

？ａｇｉｔａ （上げた）

ｗｉＺｔａ （植えた）

ｋｏＸｔａ （買った）

？ａｒａｔａ （洗った）

?umita（思った）

ｍｅｎＪｅｚｔａ（いらした）

ｗｕＹｔａ （居た）

文中における用例は次の通り。

namad5izkatJa（今字を書いた）

のutaiharitaisu（降ったり晴れたりする）

？iｍｉｒｕｍｉｂｊａｒｕｈａｄ５ｉｒｏＺ（夢を見たんで

しょう）

のunitJatJi？attsa（舟だと言った）

（１４３）〈既存〉の派生形式

接続形に？axn（ある）が複合して，「～し

てある」を表わす派生形式を形成する。

kakitearimu（書きてありむ）→katliaZn

→katJex（書いてある）。前にみたように，

〈完了〉もkakitearimuから成立している。

ただし，両者の違いは次の点にある。すなわち，

〈完了〉の場合は，その次にkatJiaZn→ｋａｕａ

となって，連母音の部分がｉａ→ａとなって，

ｉ母音が脱落しているのに対し，〈既存〉の場

合はｉａ→ｅｚと変化している。この変化の違

いが意味の違いともなってあらわれてきている

ものと解される。

ｋａｔｌｅＺ（書いてある）はkatsu（基本）

kabjoZ（継続）katJa（過去，完了）に対して，

〈既存〉を表わす。

katjeX（書いてある）jureX（読んであ

る）？attseX（言ってある）warateX

（笑ってある）？axtez（あった）ｂｊｅｚ（来

た)を例にとって,その活用を示すと次のように

なる。

↓〈ｂａ〉？attseXra〈ｂａ〉未然形kab｢eXra〈ｂａ〉jureZra〈ｂａ〉？attseXra〈ｂａ〉

（書いてあるなら）（読んであるなら）（言ってあるなら）

連用形katJeXi〈gisaZn〉jureZi〈gisaXn〉？attseXi〈gisaZn〉

（書いてありそうだ）（読んでいそうだ）（言ってありそうだ）

終止形kableXjureX ？ａｔｔｓｅｘ

（書いてある）（読んである）（言ってある）

連体形katJeZru,kabjeXnujureZru，jureXnu ？ａｔｔｓｅＸｒｕ，？ａｔｔｓｅＺｎｕ

（書いてある）（読んである）（言ってある）

係結形１kahIexru jureZru ？ａｔｔｓｅＺｒｕ

（書いてある）（読んである）（言ってある）

係結形２ｋａｂｊｅＸｒａ ｊｕｒｅＺｒａ ７ａｔｔｓｅｘｒａ

（書いてある）（読んである）（言ってある）
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ｊｕｒｅＺ〈ｇａｊａＺ〉

(読んであるかしら）

?attseZ〈ｇａｊａＺ〉

(言ってあるかしら）

tauez〈ｇａｊａＺ〉

(書いてあるかしら）

準体形

tJezra〈ｂａ〉

(来ているなら）

tJeZi〈gisaXn〉

(来ていそうだ）

ＬＩｅｚ

(来た）

tJeXru，ｕｅＸｎｕ

(来ている）

bjeXru

(来ている）

ｕｅｚｒａ

(来ている）

tJez〈gajaz〉

(来ているかしら）

？ａｘｔｅｘｒａ〈ｂａ〉

（あったなら）

？ａｚｔｅＸｉ〈ｇｉｓａｘｎ〉

（あったらしい）

？ａＸｔｅＺ

（あった）

？ａｚｔｅｘｒｕ，７azteznu

（あった）

？ａｘｔｅｚｒｕ

（あった）

？ａＸｔｅＺｒａ

（あった）

？aztex〈ｇａｊａｚ〉

（あったかしら）

waratezra〈ｂａ〉

(笑ってあるなら）

waratexi〈gisaxn〉

(笑ってありそうだ）

ｗａｒａｔｅＸ

（笑ってある）

ｗａｒａｔｅｘｒｕ，waratexnu

(笑ってある）

ｗａｒａｔｅＸｒｕ

（笑ってある）

ｗａｒａｔｅＺｒａ

（笑ってある）

warateX〈ｇａｊａＺ〉

（笑ってあるかしら）

未然形

連用形

終止形

連体形

係結形１

係結形２

準体形

他のく既存〉の終止形も示すと，次の通り。

hatara跡ｅｘ（働いてある）

７nd5ex （行ってしまっている）

ｋｕｄ５ｅＸ （漕いである）

ｔｕｎｄ５ｅＸ （跳んである）

tatbIez （立ってある）

Jid5ez （死んでしまっている）

kurubleZ （殺してある）

ｔＪｅｘ （してある）

kubiUeX （結んである）

ｎｉｎｔｅＺ （眠ってしまっている）

ｋａｎｔｅｚ （被ってある）

jureX（呼んである）

tJibjirex （包んである）
ｏ

ｋａｒｅｘ （食べてしまっている）

ｔｕｔｔｅＺ （取ってある）

ｔＪｉｕｅｘ （切ってある）
。

(着てしまっている）

(煮てある）

(見てしまっている）

(坐ってしまっている）

(刈ってある）

(蹴ってしまっている）

(起きてしまっている）

(落ちてしまっている）

(受けてある）

(上げてある）

(植えてある）

(買ってある）

(洗ってある）

(思ってしまっている）

（いらしている）

(居た）

ｈｌｉｕｅｘ
Ｏ

ｎｉｈｊｅｘ

ｍｉｂｊｅｘ

７ｉ`ｊｅｚ

ｋａｔｅＺ

ｋｉｔｅＸ

ｍｋｉｔｅｚ

ｍｔｉｔｅＺ

？ｕｋｉｔｅＸ

？ａｇｉｔｅｚ

ｗｉＺｔｅｚ

ｋｏＸｔｅＺ

？ａｒａｔｅｚ

？ｕｍｉｔｅＺ

ｍｅｎＪｅｘｔｅｘ

ｗｕＺｔｅＸ
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文中における用例は，次の通り。tutteXnroZi（取ってあるよ）

kｕｍａｎｉｄ５ｉＸｋａＵｊｅＸ（ここに字が書いてある）ｔｕｔｔｅＸｎｈｅＺ（取ってあるよ）

形容詞の活用

Ｉ類がほぼ国語のク活用に対応し，暇

ク活用に対応する。

2．活用表

儀問方言の形容詞の活用を示すと，第（

通りとなる。

表以外の形容詞の活用例も以下に示す。

H類がシ1．活用の分類

儀間方言の形容詞の活用を分類すると，大き

く次の２類に分かれる。

基本語幹派生語幹音便語幹 第３表の

第Ｉ類

第Ⅱ類

CＶＣＶＣＶＶＣＶＣＶＶＣ

ＣＶＣＶＶＣＶＶＣ

（１．１ィ）暗い

ｋｕｒａｋｕ

ｋｕｒａｓａＸｉ

ｋｕｒａｓａＸ

ｋｕｒａｓａｘｎ

ｋｕｒａｓａＺｒｕ

ｋｕｒａｓａＺｒｕ

ｋｕｒａｓａｘｒａ

ｋｕｒａsaZri〈ｂａ〉

ｋｕｒａｓａＸｒｅＸ

ｋｕｒａｓａＺ

ｋｕｒａｓａＸｔｉ

ｊ

ａｂ

、
く

Ｉ
ｕ
ｕ
ａ
・
１
ｅ

・
１

若
・
１

，
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｔ

▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲

１
ｕ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

イ
汕
蛆
鋸
鵡
躯
鏥
躯
寵
躯
串
鎚

１
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ

・
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

Ｉ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

く

（１．Ｍ）長い

ｎａｇａｋｕ

ｎａｇａｓａＸｉ

ｎａｇａｓａＺ

ｎａｇａｓａＸｎ

ｎａｇａｓａＸｒｕ

ｎａｇａｓａｘｒｕ

ｎａｇａｓａＸｒａ

ｎａｇａsaZri〈ｂａ〉

ｎａｇａｓａＺｒｅＸ

ｎａｇａｓａＺ

ｎａｇａｓａＸｔｉ

１
２

形
形
形

用
用
止

連
連
終

連体形

係結形１

係結形２

条件形１

条件形２

準体形

接続形

（Ｍロ）強い

ｔｌｕＺｋｕ

ｔＪｕｘｓａｘｉ

ｔＪｕｚｓａＺ

ＵｌｕＺｓａＺｎ

ｂｊｕＺｓａ２ｒｕ

ｔＪｕＺｓａＸｒｕ

ｔＪｕｚｓａｘｒa

uuzsaxri〈ｂａ〉

ｂｊｕｚｓａｘｒｅｚ

ｔＪｕＸｓａＺ

(１．３イ）こわい

？ｕｔｕｒｕｋｕ

？ｕｔｕｒｕｓａＸｉ

？ｕｔｕｒｕｓａＺ

？ｕｔｕｒｕｓａＺｎ

？ｕｔｕｒｕｓａＸｒｕ

７ｕｔｕｒｕｓａＸｒｕ

？ｕｔｕｒｕｓａｚｒａ

？uturusaZri〈ｂａ〉

？ｕｔｕｒｕｓａＺｒｅＺ

？ｕｔｕｒｕｓａｚ

(１．１イ）近い

tJikaku
O

tJikasa2i
O

tJikasaZ
O

tJｉｋａｓａＺｎ
ｏ

ＬｊｉｋａｓａＺｒｕ
ｏ

ｔＪｉｋａｓａＺｒｕ
Ｏ

ｂｌｉｋａｓａＸｒａ
ｏ

ｂｌｉｋａｓａＺｒｉ〈ｂａ〉
ｏ

ｔＪｉｋａｓａＸｒｅＺ
ｏ

ｂｊｉｋａｓａＸ
ｏ

１
２

形
形
形

用
用
止

連
連
終

連体形

係結形１

係結形２

条件形ｌ

条件形２

準体形
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接続形 hｌｕｘｓａｘｔｉtJikasaXti
O

７ｕｔｕｒｕｓａＸｔｉ

少

し い

ｕ
ｕ
ａ
・
１
ｅ

く
：

ｂ

・
１

忙
如
ｎ
２
２
Ｚ
Ｚ
２
Ｘ
２
・
・
・
比

、
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ｊ
・
１
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

Ⅱ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ｊ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
８
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ｓ

く
川
加
川
血
肋
伽
伽
伽
血
加
川

．
Ｉ
・
１
・
１
・
１
．
Ｉ
・
１
・
１
・
１
・
１
・
１
・
１

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

（１．５）軽い

ｇａｋｋｕ

ｇａｓｓａＺｉ

ｇａｓｓａＺ

ｇａｓｓａＺｎ

ｇａｓｓａＺｒｕ

ｇａｓｓａＺｒｕ

ｇａｓｓａＺｒａ

ｇａｓｓａＺｒｉ〈ｂａ〉

ｇａｓｓａＸｒｅＸ

ｇａｓｓａＸ

ｇａｓｓａＸｔｉ

１
２

形
形
形

用
用
止

連
連
終

７isugaJiku

？ｉｓｕｇ８ｓａｘｉ

？ｉｓｕｇａｓａＸ

？ｉｓｕｇａｓａＺｎ

？ｉｓｕｇａｓａＸｒｕ

？ｉｓｕｇａｓａＸｒｕ

？isugasaZra

7isugasaZri〈ｂａ〉

？ｉｓｕｇａｓａＸｒｅｚ

？ｉｓｕｇａｓａＺ

？ｉｓｕｇａｓａＺｔｉ

連体形

係結形１

係結形２

条件形１

条件形２

準体形

接続形

uurasaznte2（美しいにちがいないよ）

blurasaXnjaX（美しいね）

ｊａＸｒｕｊａ？arijukaneZgand5uZsaX（君

は彼より頑丈である）

tsuXsaXnroX（強いぞ）

ｊａＸｇａｗａｓｓａＺｎｊａＺ（君が悪い）

mid5irasaznjax（珍しいね）

(4)連体形

takasaXrumunu（高いもの）

jowasaZrumunu（弱いもの）

接する接尾形式によっては語尾が促音化する。

takasaZttukuru（高いところ）

CikusaXttukuru（低いところ）
O

wassaxttukuru（悪し､ところ）

(5)係結形l

ｒｕ（ぞ）の結びとなる。

？urirutakasaZru（これが高いのだ）

ｋｕｒｉｇａｒｕｗａｓｓａＺｒｕ（これが悪いのだ）

７arirumid5irasaXru（あれが珍しいのだ）

３．活用形の用例

く基本語幹〉系列の活用形

(1)連用形１

takakunai（高くなる）

のeＸｋｕｔｕｉＪｉｇａｍｕｎ（早く取る方のものだ）

のeXku？ukitinmaniaXraX（-早く起きても

間に合わない）

？uのuttJujarawarabijara？ohozkuwux

（大人やら子供やら多くいる）

mid5iraJikuneX（珍しくない）

〈派生語幹〉系列の活用形

(2)連用形２

takasaXigisa（高そうだ）

jowasaXigisa（弱そうだ）

７ahIisaxineZ （暑いなら）

mid5irasaZineX（珍しいなら）

(3)終止形

jaXrujatakasaX（君は高い）

？irujatJurasaX（色は美しい）

－１０４－
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(6)係結形２

９ａ（か）の結びとなる。

ｎｕＸｇａｔａｋａｓａＺｒａ（なにが高いのだろうか）

ｋｕｒｉｇａｇａｗａｓｓａＺｒａ（これが悪いのだろう

か）

nuZgamid5irasaZra（なにが珍しいのだろ

うか）

(7)条件形１

takasaXriba（高ければ）

ｊｏｗａｓａｘｒｉｂａ（弱ければ）

？atJisaZriba（暑ければ）

ｗａｓｓａＺｒｉｂａ （悪ければ）

mid5irasaxriba（珍しければ）

(8)条件形２

takasaZreZnuman（高ければ飲まない）

jowasaXreZbjikaXraX（弱ければ使えない）
o

mid5irasaXreXmiZ（珍しければ見る）

(9)準体形

takasaZmi（高いか）

mid5irasaXmi（珍しいか）

？intumajaZtunuXgaUluZsaZ（犬と猫と

とどちらが強いか）

ったでしょう）

？anujoXnaZQimagisaztarajaZ（あの

ね，もっと大きかったでしょう）．、

（１１．２）

ｋｕｍａｊａ

ｎｕｋｕｓａＸ

は涼しく，

？aｔＪｉｓａＺ

ｍａｇｉｓａＸ

､ｕがついてく理由〉を表わす

ｎａｔＪｉｊａＪｉｒａｓａＸｎｕのｕｊｕｊａ

ｎｕｎｕＸｎのusukunneZ（ここは夏

冬はあたたかく，なにも不足はない）

nｕｋａｎａＺｎ（暑くてかなわぬ）

nutJikazrax（大きくて使えない）
◎

助動詞

Ｌｓｕ（せる。使役）

d５ｉＺｊｕｍａｓｕｎ（字を読ませる）

?ｍｍｕｎｉｒａｓｕ（芋を煮させる）

2.ｊｉｍｉ（しめる。使役）

d５ｉｚｋａｋａＪｉｍｉ（字を書かしめる）

ｋｕｍａｎｉｋｕＸＪｉｍｉ（ここへ来さしめる）

3．ｒｉ（れる゜受身，可能）

tｔｓｕｎｉｔａｒｕｍａｒｉ（人に頼まれる）

ｔｔｓｕｎｉｋｕｒｕｈａｒｉ（人に殺される）

tｔｓｕｎｉｔａＪｉｋｉｒａｒｉ（人に助けられる）〈音便語幹〉系列の活用形

⑩接続形

takasaZtiDkoXi（高くても買う）

tuzsaztin？itsu（遠くても行く）

4．busaZ，busaXn（～したい。願望）

ｋｉＺｎｕｎａｉｔｕｉｂｕｓａＺ（busaXn）（木の実

を取りたい）

kｕｍａｋａｔｍｌｉｘｂｕｓａｚ（ここへ来たい）⑰派生語幹の他の用法

（１１．１）〈過去〉の派生形式の形成

派生語幹は，？ataｎ（あった）と複合して，

〈過去〉を表わす派生形式を形成する。

takasaztan（高かった）

mid5irasaZtan（珍しかった）

７atbjimagisaztarajax（あのね，大きか

5．gurusaXgurusaZn（～しにくい。困難）

tuigurusaZ（gurusaXn）(取りにくい）

kumakatibjiZgurusaZ（gurusaZn）（こ

こへ来にくい）
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6．jassaZjassaZn（～しやすい。容易）

？ａｎｕｋｉＸｎｕｎａｉｊａｔｕｉｊａｓｓａＸ

（jassaZn）（あの木の実は取りやすい）

kumakarajatJiZjassaZ（jassaXn）

（ここからは来やすい）

(結んでいます）

（眠っています）

(被っています）

（呼んでいます）

(読んでいます）

(包んでいます）

（食べています）

(取っています）

(切っています）

(着ています）

（煮ています）

(見ています）

(坐っています）

(刈っています）

(蹴っています）

(起きています）

(落ちています）

(受けています）

(上げています）

(植えています）

(買っています）

（言っています）

（洗っています）

（笑っています）

（思っています）

（来ています）

ｋｕｂｉｔＪｏｘｂｉ

ｎｉｎｔｏＺｂｉ

ｋａｎｔｏＸｂｉ

ｊｕｒｏｚｂｉ

ｊｕｒｏＸｂｉ

ｔＪｉｂｌｉｒｏｘｂｉ

ｋａｒｏＺｂｉ

ｔｕｔｔｏｘｂｉ

ｂｊｉｔＪｏＸｂｉ
Ｏ

ｂｊｉｔＪｏＸｂｉ
ｏ

ｎｉｔＪｏｘｂｉ

ｍｉｔＪｏＸｂｉ

７ｉｔＪｏＺｂｉ

ｋａｔｏＸｂｉ

ｋｉｔｏＸｂｉ

？ｕｋｉｔｏＺｂｉ

？ｕｔｉｔｏＸｂｉ

？ｕｋｉｔｏＺｂｉ

７ａｇｉｔｏｘｂｉ

ｗｉｘｔｏｘｂｉ

ｋｏＸｔｏＸｂｉ

？ａｔｔｓｏＺｂｉ

？ａｒａｔｏＸｂｉ

ｗａｒａｔｏｘｂｉ

？ｕｍｉｔｏｘｂｉ

ｂｊｏＸｂｉ

7．miJezmisoxi（～なさる。尊敬）

tuimiJeZ（取っていらっしゃる）

kaUjimisoxi（書いていらっしゃる）

8．gisazgisaZn（～しそうだ。様子）

ｋｕｓａｔｕｉｇｉｓａＸ（gisaXn）（草を取りそう
Ｏ

だ）

nazjagatiuixgisax（gisaxn）（もう

やがて来そうだ）

9．reznjan(～である。断定）

？aｍａｋａｒａｂＩｕｘＪｅｘｔＪｕｘｒｅｘｒｕ（あそこ

から来るのは人だ）

？aｍａｋａｒａｂｌｕｘｊｅｘｔＪｕｘｒｅｘｎｎａ（あそ

こから来るのは人なのか）

？ariのuｎｉｊａｎ（あれは船だ）

？aｒｉＪｉｍａｊａｎ（あれは島だ）

10．ｂｉｂｉｎ（です。ます。ていねい）

kusatuttoZbin（草を取っています）
ｏ

ｋａｂｊｏｘｂｉ（書いています）

hatarabloXbi（働いています）

?ndzoXbi（行っています）

ｋｕｄｚｏｘｂｉ （漕いでいます）

tund5oXbi（跳んでいます）

tathloxbi（立っています）

Ｊｉｄ５０ｘｂｉ （死んでいます）

kuruhloZbi（殺しています）

ｂｊｏｘｂｉ （しています）

lＬｎ（ない。否定）

nｕＸｎｔｕｒａｎ（なにも取らない）

mｉｄ５ｉｔｔＪｏｎｕｍａｎ（水さえ飲まなｎ（水さえ飲まない）

代名詞

儀間方言の代名詞の体系を示すと，第４表の

通りとなる。

－１０６－
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儀間方言の代名詞第４表

話
材
一 』

ili
伽
系

・
１

複数の形も示すと，次のようになるの

発言者wattaz（私たち）

聴者？ittaz（君たち，おまえたち）

７und5unaZ（あなたたち）

？und5unbjaz（あなたたち）

ｋｏ系

人kuttax（これたち）

kunutbjutaZ（この方たち）

事物kuttaX（これたち）

ｏ系

人７uttaX（これたち，それたち）

？unutblutaX（この方たち，その方

たち）

事物？uttax（これら，それら）

－１０７－

関
係

状
態

方
向

場
所

事
物 人

話
材 人

対
話
者

ｋｕｎｕ

(この）

（

?ｕｎｕ

この

その
）

７ａｎｕ

(あの）

ｋｌｍｎａ

?ａｎｎａ

(あんな）

kanji

(二:）

?anJi

(ああ）

kumakatJi

（ここへ）

７mmakatJi

（
ここへ

そこへ
）

７amakatJi

(あそこへ）

kｕｍａ

(ここ）

（

?ｍｍａ

ここ

そこ
）

?ａｍａ

(あそこ）

ｋｕｒｉ

(これ）

（

７ｕｒｉ

これ

それ
）

?ａｒｉ

(あれ）

kuri（これ）

kunuttJu

（この人）

?uri(これそれ）

７unuttJu

この人

その人

?ari(あれ）

７anuttJu

(あの人）

肋
系

０

系

ａ

系

?ａ（私）

wax(私）

ｗan(私）

jax（君）

jaZru(君）

?und5u

(あなた）

発
言
者

聴
者

自
称
（
自
１
）
｜
対
称
（
他
１
）

近
称
（
自
２
）

遠
称
（
他
２
）

定
称
（
自
３
）

ｎｕＺ

(なに）

?itJan-

ｎｅＸｒｕ

(どんな）
?iLja

(どう）

▼
▲

ａ、

ｊにく ｎｕ
▼

▲

(なに）

tax（誰）

taru(誰）

iｄｏ

系

不
定
称

（
他
３
）

連
体
詞

副

詞

名
詞

品
詞
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ａ系

人？attaz（あれたち）

７anuttJutax（あの方たち）

事物？attax（あれら）

ｉdo系

人tattaz（誰たち）

事物nuZnuZ（どれら）

儀間方言では，ｋｏ系とｏ系は，語形のうえ

では区別を示すが，意味的には，かなり接近し

ている。すなわち，ｏ系がｋｏ系の意味領域まで

広がっている。

以下，用例を多少示すと，次の通り。

７agataxjaxkatikexra（私たちの家に帰

ろう）

？agataxはもとにもどすと，？ａ（私）

ｇａ（格助詞）ｔａｘ（複数接尾辞）であ

る。このように，儀間では？ａは熟語的に

しかあらわれない。

ｗａＸｊａＺ（私の家）

ｋｕｒｉｇａ？ibjun（これが行く）

ｋｕｒｉｒｏｚ？ariroxmurud5oxtoz（これも

あれも皆よい）

ｋｕｒｉ？aｒｉｎｕｘｇａ（これかあれかどれか）

？uｒｉｊａｔａｘｍｕＯｇａ（これは誰のものか）

？uｒｉｊａｎｕＸｇａｊａＸ（これはなにかしら）

？ａｒｉｇａ？ihlun（あれが行く）

ｔａｒｕｇａ？iｂｌｕｇａ（誰が行くか）

？iｂｌａｓｕｇａ（どうするか）

－１０８－
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